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Ⅰ．緒　言

　2018年３月、日本歯科医学会より「レーザー応用に
よる再発性アフタ性口内炎治療に関する基本的な考
え方」という口内炎治療における基本事項が出され
た１）。また、同年４月には口腔粘膜処置として再発
性アフタ性口内炎に対して歯科用レーザーを用いての
治療が保険収載された。しかしながら、本邦での近
年の報告において、 Er:YAGレーザーや炭酸ガスレー
ザーを用いての再発性アフタ性口内炎に対する治療の
報告はある２〜４）ものの、半導体レーザーを用いての
再発性アフタ性口内炎に対する治療の報告は少ない。
　今回、当歯科医院において再発性アフタ性口内炎の
治療に半導体レーザーを用いたところ良好な治癒経過
を得たため報告をする。また、本症例に対して用いた
半導体レーザーは厚生労働省の許認可を受けている機
器であり、患者に対して本症例を学術大会や論文にし
て発表をすることは、インフォームドコンセントを通
して了承を得ている。

Ⅱ．症　例

　患者は、16歳の男性で左側口角部の頬粘膜が飲食時
に痛いということで来院した。現症は、患部に発赤を
伴う小豆大の潰瘍を認め（図１）、接触痛が有り、普
通に飲食ができない状態であった。そのため、患部の
疼痛緩和を治療の目標として、初診時より歯科用レー
ザーによる治療を施した。本症例において使用した
レーザー装置は半導体レーザー（ダイオードレーザー
Sheep810®、株式会社ユニタック、広島）、石英ファ
イバーは直径８mm（光プローブId8，株式会社ユニ
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図１　初診時
Fig. 1　First visit
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タック，広島）であった（図２、３）。半導体レー
ザーの照射条件は照射出力1.0Ｗ（パネル表示）、連続
波とした。患部に対しては、照射距離１cm、照射時
間60秒間にて定点照射を施した。半導体レーザー照射
後は鎮痛剤の投与などは行わなかった。
　半導体レーザーにて施術中及び施術直後の肉眼
的所見では、患部表面には若干の乾燥が認められ

（図４）、接触痛は軽減された。照射１日後では、
患部における発赤や腫脹などの熱障害は認められ

ず（図５）、飲食時の接触痛も軽減をしたため、半
導体レーザーの再照射は施さずに経過観察とした。
照射４日後、患部表面に偽膜の形成がやや認められ

（図６）、飲食時の接触痛もほぼ消失をし、日常生活が
普通に送れるようになった。照射８日後、潰瘍が存在
した部位は確認ができる（図７）が、飲食時の接触痛
は完全に消失をした。照射16日後、瘢痕も確認できな
いまで完全に消失した（図８）。

図２　半導体レーザー（Sheep810®）
Fig. 2　Diode Laser（Sheep810®）

図３　石英ファイバー（光プローブId8）
Fig. 3　Quartz fiber（Optical probe Id8）

図７　８日後
Fig. 7　Laser irradiation after 8 day

図８　16日後
Fig. 8　Laser irradiation after 16 day

図４　照射後
Fig. 4　After laser irradiation

図５　１日後
Fig. 5　Laser irradiation after 1 day

図６　４日後
Fig. 6　Laser irradiation after 4 day
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Ⅲ．考　察

　再発性アフタ性口内炎は通常７～ 14日程度で治癒
するが、その間の患部の接触痛による摂食や会話な
どの口腔諸機能の低下が問題となる１）。対処法とし
ては、局所の刺激を避け、口内炎パッチの貼付５）、
ステロイド含有軟膏の塗布５）、含嗽５）、鎮痛薬５）、
漢方薬６）、活性型ビタミンB2製剤投与７，８）などの薬
物療法および口腔内を清潔に保つなどが一般的であ
る１）。それらに対して、レーザー照射療法は疼痛に
対して即時的な鎮痛効果が得られ持続されるものと考
えられ１）ており、口腔諸機能の低下を軽減すること
が求められている３）。
　本邦では、歯科用レーザーは半導体レーザーや
Nd:YAGレーザーが属する組織透過型レーザーと
Er:YAGレーザーや炭酸ガスレーザーが属する組織表
面吸収型レーザーに分類され９）、これらは疼痛緩和
の作用機序が異なる。組織透過型レーザーは、小～中
等度のパワー密度によるレーザー照射によって組織内
部へレーザー光が到達し、麻酔（知覚鈍麻）作用を生
じさせ疼痛緩和効果を生じている９）と考えられてい
る。一方、組織表面吸収型レーザーは、低～中等度の
パワー密度によるレーザー照射によって組織表面に薄
い凝固層ができ、外来刺激を遮断することによって疼
痛緩和効果を生じている９）と考えられている。
　今回、本症例に用いた歯科用レーザーは半導体レー
ザーであったため、レーザー照射時に麻酔（知覚鈍
麻）作用が生じ、被照射部位の疼痛が感じにくかった
と考えられる。しかしながら、レーザー照射時の被照
射面は乾燥程度の変化のため肉眼的所見としては大変
わかりにくく、過剰照射をしてしまう可能性が否定で

きない。そのため、半導体レーザー照射時には適切な
照射時間の設定、被照射面の軽微な変化の確認などの
必要性があると考えられる。
　歯科用レーザーを使用して再発性アフタ性口内炎処
置を施術する際、白板症などの前癌病変もしくは前
癌病変を疑わせる病変へのレーザー照射は癌性細胞
を活性化させる10）ことがあるため控え２〜４）、専門の
医療機関に紹介をする、などの判断が必要となってく
る２，３）。

Ⅳ．結　論

　再発性アフタ性口内炎の治療において、半導体レー
ザーを用いての施術は有用であると考えられる。

　本論文に関して開示すべき利益相反はありません。
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Clinical Application of Laser Diode for Recurrent Aphthous Stomatitis
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Purpose：We report on the use of a Diode laser for Recurrent aphthous stomatitis，which resulted in 
a good healing process．

Case：The patient was a 16-year-old male who came to Dental Clinic because of pain in the buccal 
mucosa at the corner of the left side of the mouth when eating and drinking．An ulcer the size of a 
small pea with redness was observed in the affected area．And there was contact pain there and he 
could not eat and drink normally．The affected area was irradiated with a Diode laser at an irradiation 
power of 1.0W as a continuous wave．No analgesics were administered after irradiation with the diode 
laser．And the patient was followed up．

Result：A good healing process was observed after irradiation with Diode laser．
Conclusion：Diode laser irradiation may be useful in the treatment of recurrent aphthous stomatitis．

Key words：Recurrent Aphthous Stomatitis，Diode Laser，Dental Laser，Precancerous Lesions

●抄録●　�再発性アフタ性口内炎の治療への半導体レーザーの応用…
／中根　晶

　目的：再発性アフタ性口内炎の治療に半導体レーザーを用いたところ良好な治癒経過を得た
ため報告をする。
　症例：患者は16歳の男性で左側口角部の頬粘膜が飲食時に痛いということで来院した。…
患部には発赤を伴う小豆大の潰瘍を認め、接触痛が有り、普通に飲食ができない状態であっ
た。患部に半導体レーザーを照射出力1.0Ｗ、連続波として照射を施した。半導体レーザー照射
後は鎮痛剤の投与などは行わず、経過を観察した。
　結果：半導体レーザーを照射後には、良好な治癒経過が認められた。
　結論：再発性アフタ性口内炎の治療において、半導体レーザーを用いての施術は有用である
と考えられる。
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